
慰
霊
祭
準
備

「
令
和
８
年
度
大
東
亜
戦
争
全
戦
没
者
合

同
慰
霊
祭
」
の
斎
行
日
時
に
つ
い
て
は
、
令

和
７
年
度
大
東
亜
戦
争
全
戦
没
者
合
同
慰
霊

祭
終
了
直
後
の
令
和
７
年
７
月
５
日
、
靖
國

神
社
と
調
整
し
た
結
果
、
令
和
８
年
７
月
４

日
（
土
）
正
午
か
ら
斎
行
す
る
こ
と
に
決
し

ま
し
た
。

令
和
８
年
度
合
同
慰
霊
祭
の
開
催
日
等
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
令

和
８
年
４
月
１
日
発
行
の
当
協
議
会
広
報
誌

『
慰
霊
第
67
号
』
に
掲
載
し
、
会
員
の
皆
様

及
び
関
係
所
団
体
等
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
合
同
慰
霊
祭
の
諸
準
備
に
本
格

的
に
取
り
組
み
、
５
月
下
旬
関
係
す
る
慰
霊

諸
団
体
及
び
招
待
者
等
に
案
内
状
を
発
送
し

ま
し
た
。

昨
年
度
以
来
、
参
加
費
を
値
上
げ
し
て
開

催
の
案
内
を
し
て
い
る
た
め
参
列
者
の
減
少

を
危
惧
し
て
い
ま
し
た
が
、
主
催
各
団
体
を

は
じ
め
賛
助
会
員
等
関
係
者
の
積
極
的
な
協

力
を
得
て
、
慰
霊
祭
当
日
ま
で
に
多
く
の
参

加
者
か
ら
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
合
同
慰
霊
祭
当
日
の
天
候
に
つ
い

て
、
以
前
で
あ
れ
ば
７
月
上
旬
は
梅
雨
末
期

の
集
中
豪
雨
の
時
期
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
近
年
顕

著
に
な
っ
て
き
ま
し
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴

う
猛
暑
が
原
因
で
熱
中
症
の
患
者
が
発
生
す

る
こ
と
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
。

式
典こ

の
よ
う
な
中
で
実
施
さ
れ
た
本
年
度
の

合
同
慰
霊
祭
は
、
気
温
が
ぐ
ん
ぐ
ん
上
昇
し

た
昨
年
と
異
な
り
、
朝
か
ら
曇
天
が
続
い
た

た
め
、
風
通
し
の
良
い
靖
國
神
社
社
殿
と
相

俟
っ
て
、
涼
や
か
で
熱
中
症
の
心
配
を
す
る

に
は
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
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式
典
は
、
慰
霊
諸
団
体
代
表
を
始
め
、
参

加
を
希
望
し
た
会
員
等
１
３
４
名
が
参
列
し

正
午
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

神
職
の
司
会
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
伴
奏

（
堀
田
和
夫
氏
・
佐
々
木

太
氏
）
に
よ
り

全
員
起
立
し
て
国
歌
を
斉
唱
し
た
後
、
神
職

に
よ
る
修
祓
の
儀
、
献
饌
の
儀
、
祝
詞
奏
上

と
神
儀
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

祝
詞
に
お
い
て
は
、
慰
霊
諸
団
体
合
同
に

よ
る
主
催
の
趣
旨
に
鑑
み
、
夫
々
の
団
体
の

戦
没
者
へ
の
思
い
を
込
め
て
、
当
協
議
会
参

加
慰
霊
48
団
体
の
団
体
名
が
奏
上
さ
れ
ま
し

た
。次

い
で
安
倍
昭
恵
協
議
会
会
長
が
協
議
会

参
加
諸
団
体
を
代
表
し
て
次
掲
の
祭
文
を
奏

上
し
、
今
後
も
慰
霊
諸
団
体
と
連
携
し
戦
没

者
慰
霊
の
永
続
に
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

し
た
。

な
お
、
本
慰
霊
祭
に
際
し
、
靖
國
神
社
で

の
慰
霊
祭
に
は
出
向
け
な
い
が
、
在
宅
の
ま

ま
靖
國
神
社
に
向
か
い
参
拝
し
た
い
と
の
申

し
出
と
共
に
玉
串
料
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

「
在
宅
参
拝
者
」
が
１
０
１
名
を
数
え
ま
し

た
。本

年
も
参
列
者
と
在
宅
参
拝
者
を
合
わ
せ

た
２
３
５
名
と
参
加
・
協
力
を
い
た
だ
い
た

５
団
体
が
記
載
さ
れ
た
「
参
拝
者
名
簿
」
を

祭
文
と
共
に
神
前
に
奉
納
し
ま
し
た
。

次
い
で
奉
納
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
世
田
谷
男
声
カ
ル
テ
ッ
ト
「
ガ
バ
ー

ガ
バ
」
の
皆
様
に
よ
る
「
椰
子
の
実
」
、

「
夏
の
思
い
出
」
の
２
曲
の
歌
が
奉
唱
さ
れ
、

美
し
い
男
声
４
重
唱
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
御
霊

に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
参
拝
者
一
同
で
雄
々
し
く
戦
場
に
散
っ

て
逝
か
れ
た
戦
没
者
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、

「
同
期
の
桜
」
と
「
海
ゆ
か
ば
」
を
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
の
伴
奏
で
斉
唱
し
、
歌
声
は
神
苑
に

こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
列
者
一
同
は
ご
本
殿
に
昇
殿

参
拝
し
、
各
慰
霊
団
体
代
表
者
の
玉
串
奉
奠

に
合
わ
せ
て
拝
礼
し
た
後
、
「
国
の
鎮
め
」

の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演
奏
の
中
、
し
ば
し
の
黙

祷
で
戦
没
者
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
ま
し
た
。

慰霊第６８号 令和８年９月１日 ( 2 )

式 典 に 臨 む 参 列 者

国歌を斉唱する参列者

参 集 殿 前 の 受 付 風 景

国歌斉唱の伴奏（左から堀田氏、佐々木氏）

石井副理事長 大塚宮司 安倍会長 宮下理事長



慰霊第６８号 令和８年９月１日( 3 )

令
和
八
年
度
大
東
亜
戦
争
全
戦
没
者

合
同
慰
霊
祭
を
挙
行
す
る
に
あ
た
り
、

戦
没
者
慰
霊
諸
団
体
を
代
表
し
て
、
謹

ん
で
全
戦
没
者
の
御
霊
に
慰
霊
の
言
葉

み

た

ま

を
捧
げ
ま
す
。

大
東
亜
戦
争
に
お
い
て
は
、
多
く
の

皆
様
が
、
祖
国
と
同
胞
の
安
寧
を
願
い
、

あ
ん
ね
い

ア
ジ
ア
の
解
放
と
繁
栄
を
実
現
す
べ
く
、

北
は
酷
寒
不
毛
、
南
は
酷
暑
瘴
癘
、

こ
っ
か
ん

ふ

も

う

こ
く
し
ょ

し
ょ
う
れ
い

人
跡
未
踏
の
密
林
な
ど
の
各
地
へ
赴

じ
ん
せ
き

み

と

う

き
、
勇
戦
敢
闘
さ
れ
ま
し
た
が
こ
の
間

に
お
い
て
二
百
三
十
数
万
余
柱
に
及
ぶ

よ
は
し
ら

将
兵
の
皆
様
が
幽
明
境
を
異
に
さ
れ

ゆ
う
め
い
さ
か
い

こ
と

ま
し
た
。

故
郷
の
美
し
い
風
景
や
愛
し
い
御
家

ふ
る
さ
と

い
と

族
と
の
楽
し
い
日
々
に
思
い
を
残
し
つ

つ
散
華
さ
れ
た
皆
様
方
の
ご
無
念
と
、

さ

ん

げ

無
事
の
ご
帰
還
を
心
待
ち
に
な
さ
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ご
遺
族
の
悲
痛
に
思

い
を
致
す
時
、
今
な
お
万
感
胸
に
迫
る

ば
ん
か
ん

も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
日
の
我
が
国
の
繁
栄
そ
し
て
国
民

が
享
受
す
る
豊
か
で
平
和
な
生
活
と
、

ア
ジ
ア
諸
国
の
独
立
と
発
展
は
、
皆
様

方
の
献
身
が
礎
石
と
な
っ
て
築
か
れ
た

そ

せ

き

も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
訳
に
は
参

り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
の
大
戦
終
結
後
、

平
和
と
繁
栄
が
続
い
た
今
日
、
皆
様
と

と
も
に
戦
い
、
そ
し
て
戦
後
我
々
を
導

い
て
く
だ
さ
っ
た
戦
友
の
方
々
も
年
々

鬼
籍
に
入
ら
れ
る
中
で
戦
没
者
に
対
す

き

せ

き

る
国
民
の
慰
霊
と
感
謝
の
思
い
、
先
人

が
遺
さ
れ
た
我
が
国
古
来
の
伝
統
的
美

徳
が
風
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
憂
慮
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
大
東
亜
戦
争
全
戦
没
者
慰
霊

団
体
協
議
会
は
、
戦
没
者
慰
霊
諸
団
体

と
相
携
え
て
、
戦
没
者
慰
霊
事
業
の

あ
い
た
ず
さ

永
続
と
、
そ
れ
を
通
じ
て
の
国
民
道
義

の
作
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

さ
っ
こ
う

て
日
々
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

あ
の
夏
の
暑
い
日
か
ら
八
十
年
余
の

歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
大
東
亜
戦
争
の

国
難
に
敢
然
と
立
ち
向
か
わ
れ
た
全
戦

没
者
の
勇
気
と
献
身
を
、
そ
し
て
生
還

さ
れ
た
戦
友
が
皆
様
の
ご
加
護
を
得
て

懸
命
に
成
し
遂
げ
ら
れ
た
戦
後
の
奇
跡

の
復
興
に
思
い
を
致
し
、
正
し
い
歴
史

と
崇
高
な
精
神
の
継
承
を
は
か
り
先
人

か
ら
託
さ
れ
た
こ
の
美
わ
し
い
国
の
平

う
る

和
と
繁
栄
の
た
め
に
邁
進
す
べ
く
覚
悟

を
新
た
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
百
十
数
万
余
柱
に
及
ぶ
未
だ

ご
帰
還
を
果
た
さ
れ
て
い
な
い
戦
没
者

の
ご
遺
骨
の
ご
帰
還
に
つ
い
て
も
、
遺

骨
収
集
事
業
に
携
わ
る
組
織
の
一
員
と

し
て
、
お
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
故

国
に
お
帰
り
い
た
だ
け
る
よ
う
全
力
を

尽
く
し
て
参
る
所
存
で
す
。

ど
う
か
私
ど
も
に
な
お
一
層
の
ご
加

護
と
お
導
き
を
賜
ら
ん
こ
と
を

冀
っ

こ
い
ね
が

て
慰
霊
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
四
日

戦
没
者
慰
霊
諸
団
体
を
代
表
し
て

公
益
財
団
法
人

大
東
亜
戦
争
全
戦
没
者

慰
霊
団
体
協
議
会

会
長

安
倍

昭
恵

祭

文

黙 祷 時 「 国 の 鎮 め 」 を 吹 奏 世田谷男声カルテット「ガバーガバ」による献歌



直
会式

典
を
終
え
て
、
参
拝
者
一
同
靖
國
会
館

に
移
動
し
、
２
階
の
会
場
「
九
段
・
玉
垣
・

田
安
の
間
」
に
お
い
て
１
３
３
０
か
ら
ご
来

賓
、
参
加
各
団
体
代
表
、
賛
助
会
員
、
Ｊ
Ｙ

Ｍ
Ａ
学
生
等
94
名
が
参
加
し
て
直
会
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

直
会
は
、
当
協
議
会
伊
藤
専
務
理
事
の
司

会
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。

直
会
の
開
始
に
先
立
ち
、
こ
の
度
の
式
典

及
び
直
会
を
支
援
い
た
だ
い
た
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
奏
者
（
堀
田
氏
・
佐
々
木
氏
）
及
び
世
田

谷
男
声
カ
ル
テ
ッ
ト
「
ガ
バ
ー
ガ
バ
」
の
皆

様
、
次
い
で
慰
霊
祭
の
準
備
段
階
か
ら
支
援

を
い
た
だ
い
た
Ｊ
Ｙ
Ｍ
Ａ
日
本
青
年
遺
骨
収

集
団
の
学
生
諸
氏
を
紹
介
し
、
感
謝
の
意
を

表
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
当
協
議
会
を
代
表
し
て
宮
下
寿

広
理
事
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
本
日
の
式
典
が

滞
り
な
く
厳
粛
か
つ
盛
会
裡
に
終
了
で
き
た

こ
と
、
斎
行
に
当
た
り
参
加
各
団
体
か
ら
絶

大
な
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
対
し
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今

後
と
も
戦
没
者
慰
霊
事
業
の
永
続
の
た
め
ご

支
援
賜
り
た
い
旨
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。次

に
、
ご
来
賓
を
代
表
し
て
、
ま
ず
靖
國

神
社
大
塚
海
夫
宮
司
か
ら
、
次
い
で
本
合
同

慰
霊
祭
に
是
非
参
加
し
た
い
と
お
申
出
を
い

た
だ
い
た
鹿
嶋
祐
介
衆
議
院
議
員
か
ら
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
日
参
列
の
慰
霊
諸
団
体
を
代

表
し
て
当
協
議
会
顧
問
の
山
谷
え
り
子
参
議

院
議
員
が
登
壇
さ
れ
、
ご
挨
拶
を
兼
ね
て
献

杯
の
ご
発
声
を
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
懇
談
会
食
は
和
や
か
な
雰
囲
気

の
下
、
１
時
間
余
に
及
び
、
戦
没
者
慰
霊
に

か
け
る
思
い
が
同
じ
者
同
士
、
戦
没
者
へ
の

思
い
、
お
互
い
の
慰
霊
活
動
や
遺
骨
収
集
活

動
等
を
語
ら
い
意
義
深
い
懇
談
の
場
を
過
ご

し
ま
し
た
。

懇
談
会
食
の
終
盤
、
式
典
に
お
い
て
献
歌

を
い
た
だ
い
た
世
田
谷
男
声
カ
ル
テ
ッ
ト

「
ガ
バ
ー
ガ
バ
」
に
楽
曲
の
披
露
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演
奏
に
合
わ
せ
、

戦
没
者
を
偲
び
つ
つ
全
員
で
「
海
ゆ
か
ば
」

を
斉
唱
し
て
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

合
同
慰
霊
主
催
団
体

・
公
益
財
団
法
人
大
東
亜
戦
争
全
戦
没
者
慰

霊
団
体
協
議
会

（
以
下
五
十
音
順
）

・
公
益
財
団
法
人
海
原
会

・
英
霊
に
こ
た
え
る
会

・
英
霊
の
志
を
継
承
す
る
会
（
永
代
会
員
）

・
エ
ラ
ブ
カ
東
京
都
人
会

・
岡
山
県
郷
友
会

・
鹿
児
島
偕
行
会
（
永
代
会
員
）

・
神
奈
川
県
偕
行
会

・
旧
戦
友
連
（
永
代
会
員
）

・
駆
逐
艦
菊
月
会

・
熊
本
偕
行
会

・
熊
本
歩
兵
第
２
２
５
聯
隊
戦
友
会
（
永
代

会
員
）

・
群
馬
陸
修
偕
行
会

・
甲
飛
喇
叭
隊

・
国
民
保
護
協
力
会
（
永
代
会
員
）

・
埼
玉
偕
行
会

・
佐
賀
県
偕
行
会
（
永
代
会
員
）

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
Ｙ
Ｍ
Ａ
日
本
青
年
遺
骨
収

集
団

・
震
洋
会
（
永
代
会
員
）

・
公
益
財
団
法
人
水
交
会

・
全
国
海
洋
戦
没
者
伊
良
湖
岬
慰
霊
碑
奉
賛

会
（
永
代
会
員
）

・
全
国
近
歩
一
会
（
永
代
会
員
）

・
全
国
甲
飛
会
（
永
代
会
員
）

・
全
国
ソ
ロ
モ
ン
会

・
全
国
メ
レ
ヨ
ン
会
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宮下理事長挨拶



・
全
ビ
ル
マ
会
（
永
代
会
員
）

・
ソ
連
抑
留
戦
友
・
遺
族
会
東
京
ヤ
ゴ
ダ
会

（
永
代
会
員
）

・
公
益
財
団
法
人
太
平
洋
戦
争
戦
没
者
慰
霊

協
会

・
公
益
社
団
法
人
隊
友
会

・
筑
後
地
区
偕
行
会

・
公
益
財
団
法
人
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉

仕
会

・
航
空
自
衛
隊
退
職
者
団
体
つ
ば
さ
会

・
一
般
社
団
法
人
東
京
郷
友
連
盟

・
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
友
・
遺
族
会

・
特
攻
殉
国
の
碑
保
存
会
（
永
代
会
員
）

・
公
益
財
団
法
人
特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕
彰

会
・
豊
橋
歩
兵
第
18
聯
隊
戦
友
会
（
永
代
会
員
）

・
日
本
郷
友
連
盟
（
永
代
会
員
）

・
ネ
ー
ビ
ー
21

・
ハ
ワ
イ
明
治
会

・
姫
路
偕
行
会
（
永
代
会
員
）

・
福
井
県
偕
行
会
（
永
代
会
員
）

・
福
岡
県
偕
行
会

・
宮
崎
県
陸
修
偕
行
会

・
山
口
県
偕
行
会

・
陸
士
第
53
期
生
会
（
永
代
会
員
）

・
陸
士
第
57
期
同
期
生
会
（
永
代
会
員
）

・
公
益
財
団
法
人
陸
修
偕
行
社

参
拝
者
名
簿

青
木
こ
の
わ

青
木

和
子

安
達

弘
典

穴
吹

茂
己

安
倍

昭
恵

天
田

善
信

荒
木

文
博

安
藤

佳
幸

飯
田

美
絵

池
田

遼
太

池
田

縁

伊
澤

大
和

石
井

光
政

石
井

浩
美

石
丸

禎
一

市
川

善
浩

一
戸

弥
生

市
原
理
恵
子

伊
藤

隆

伊
吹
笑
美
子

岩
浅

博
之

磐
﨑

文
彰

上
田

季
久

上
田

千
絵

内
田
益
次
郎

卜
部

桜
子

江
成

雅
子

榎
本

葉
子

及
川

昌
彦

大
久
保
英
樹

大
曽
根
蒼
仁

大
松

真
二

岡
澤

武
彦

岡
田

昌
幸

岡
部

俊
哉

小
川

博
之

笠
原

優
紀

鹿
嶋

祐
介

金
子

敬
志

兼
村

博
之

亀
谷

純
令

菊
田

教
子

鬼
頭

祐
介

工
藤

雅
敏

國
澤

輝
生

倉
内

繁
光

黒
瀬

洋

小
熊

正
昭

小
島

健
二

小
長
谷
丈
晴

小
橋

恵
美

小
宮

良
之

齊
藤

文
彦

榊
原

順
一

坂
下

淳
子

佐
々
木

太

佐
瀬

正
博

佐
藤

壽
紀

佐
藤

正
彦

佐
藤

未
果

佐
野
己
津
男

鮫
嶋

明
子

志
賀

政
雄

清
水

悟

神
保

仁
士

菅
原

桃
子

杉
本

正
彦

杉
山

良
行

鈴
木

育
代

鈴
木
優
太
郎

住
吉

一
俊

田
井

宏
幸

高
見
彦
乃
介

武
井

邦
晶

武
田

正
徳

竹
本

佳
德

田
宮

凛
夏

千
葉

昇

塚

純
一

辻
坂

俊
範

寺
澤

廣
一

德
丸

伸
一

富
田

靖

中
井

真
人

中
川

法
宏

中
村

誠

中
村

幹
生

中
村

裕
子

橋
本

孝
一

橋
本

翔
琳

長
谷
部
拓
真

日
向

和
敏

平
野

醇

平
原

颯
斗

平
本

勝
行

吹
野

昇
治

福
井

慎
二

福
井

正
明

藤
井

貞
文

藤
岡

勝
博

藤
森

博
昭

藤
森

裕
美

藤
原

一
雅

藤
原
ふ
み
子

藤
原

利
親

藤
原

淑
子

鮒
田

英
一

星
里

美

細
田

伸
一

堀
田

和
夫

本
多

健
二

前
嶋

香
織

水
野

博
文

宮
木

恭
子

宮
木

統
麻

宮
下

寿
広

向
井

実

村
川

豊

米
良
久
美
子

森

壮
弘

森
本

浩
吉

森
本

益
夫

山
崎

文
夫

山
田

耕
二

山
田

眞
大

山
田
朱
実
子

山
谷
え
り
子

山
本

瑛
介

山
本
光
太
郎

山
本

千
華

若
木

利
博

若
松
寿
美
男

渡
邊
榮
三
郎

下
地

尚
美

（
以
上
合
計
１
３
４
名
）

在
宅
参
拝
者
名
簿

青
木

泰
憲

青
木

伸
一

赤
木

衛

網
代

正
孝

安
藤

隆
太

池
田
由
紀
子

池
田

頼
昭

石
黒

彰
洋

石
田

裕

石
橋

幸
一

磯
田

健
一

井
上

裕
之

井
本

尚
宏

植
田

和
昭

内
田

十
允

浦
浪

臣
晃

圓
藤

春
喜

逢
坂

啓
一

大
穂

孝
子

大
穂

園
井

岡
部

俊
哉

奥
村
侑
生
市

小
沼

芳
子

織
田

邦
男

甲
斐

正
人

笠
井
ゑ
り
こ

加
藤
三
千
夫

狩
野

隆
平

神
山

明

川
又

道
弘

菊
地

珠
未

菊
池

正
通

木
村

圭
作

久
保
田

光

熊
谷

國
彦

久
米

俊
郎

黒
木

伸
男

腰
塚

浩
貴

小
林

稔

小
林

博
行

榊
枝

宗
男

坂
本

強

笹
路

能
也

佐
藤

勇

佐
藤

秀
幸

沢
田

進

島
村

宜
伸

清
水

典
郎

神
野

義
孝

杉
村

克
治

杉
本

順
則

杉
山

貞
彦

鈴
木

邦
彦

精
山

英
人

髙
市

晴
通

髙
市
奈
都
子

髙
橋

芳
幸

竹
之
下
和
雄

舘
本

勲
武

田
尻

利
重

田
中

襲

谷
川

孝
司

辻
本

直
彦

中
田

高
芳

中
村

里
奈

西
嶋

正
幹

二
瓶

恵
子

橋
本

光
彦

橋
本

亀

畠
間

成
允

林
田

好
広

東
元

良
惺

平
田

啓
介

平
松

靖

比
留
川
多
賀
子

弘
瀬

好
子

藤
田

浩
和

藤
沼

則
夫

星
野
登
志
子

牧

勝
美

正
本

禎
亮

眞
弓

英
之

三
浦

誠
哉

宮
倉

崇

三
輪

長
正

村
川

淳
一

八
木

啓
太

山
口

淨
秀

山
下

輝
男

山
本

博
幸

山
本

勝
久

山
本

洋

柚
木

文
夫

吉
川

洋
利

吉
田

三
郎

吉
田

康
浩

米
村

義
一

若
月

良
介

若
松

冬
輝

渡
部

舟
海

渡

正
人

（
以
上
合
計
１
０
１
名
）

参
加
・
協
力
団
体

中
央
乃
木
會

東
郷
会

一
般
財
団
法
人
全
国
強
制
抑
留
者
協
会

ビ
ル
マ
作
戦
協
会

ビ
ル
マ
戦
歩
兵
第
一
六
八
聯
隊
遺
族
会
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こ
の
た
び
、
公
益
財
団
法
人
大
東
亜
戦
争

全
戦
没
者
慰
霊
団
体
協
議
会
代
表
理
事
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
宮
下
寿
広
で
す
。
身
に
余

る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
責
務
の
重

さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
代
表
理

事
就
任
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。先

の
大
東
亜
戦
争
に
お
い
て
尊
い
命
を
捧

げ
ら
れ
た
国
内
外
を
合
わ
せ
約
３
１
０
万
人

の
戦
没
者
の
方
々
、
そ
し
て
長
き
に
わ
た
り

深
い
悲
し
み
を
抱
え
な
が
ら
も
、
故
人
の
名

誉
と
慰
霊
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
ご
遺

族
の
皆
様
に
、
心
よ
り
哀
悼
と
敬
意
を
表
し

ま
す
。

当
協
議
会
は
、
戦
没
者
崇
敬
に
関
す
る
思

想
の
昂
揚
と
大
東
亜
戦
争
に
お
け
る
全
戦
没

者
の
慰
霊
と
顕
彰
並
び
に
慰
霊
諸
団
体
等
が

行
う
事
業
へ
の
協
力
を
中
心
に
、
歴
史
の
教

訓
を
次
世
代
へ
と
確
か
に
継
承
す
る
こ
と
を

使
命
と
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
戦
争
の
悲
劇

を
二
度
と
繰
り
返
さ
ぬ
た
め
に
も
、
過
去
を

正
し
く
見
つ
め
、
平
和
の
尊
さ
を
語
り
継
ぐ

こ
と
は
、
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
に
課
せ
ら

れ
た
重
要
な
責
務
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

代
表
理
事
と
し
て
、
慰
霊
事
業
の
さ
ら
な

る
充
実
、
遺
族
支
援
体
制
の
強
化
、
若
い
世

代
へ
の
平
和
教
育
・
歴
史
継
承
の
推
進
、
国

内
外
と
の
連
携
に
よ
る
慰
霊
活
動
の
深
化
に

全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
す
。
戦
没
者
の
方
々

が
遺
さ
れ
た
「
平
和
へ
の
願
い
」
を
未
来
へ

と
つ
な
ぐ
た
め
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
先
の
大
戦
が
終
結
し
て
80

年
の
歳
月
が
経
過
し
、
こ
の
戦
い
を
経
験
さ

れ
た
多
く
の
方
々
が
他
界
し
或
い
は
老
齢
化

す
る
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

当
協
議
会
は
、
こ
の
歳
月
の
経
過
の
中
に
、

国
民
の
戦
没
者
に
対
す
る
慰
霊
の
心
が
風
化

し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
憂
慮
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
当
協
議
会

は
今
日
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
全
戦

没
者
に
対
し
て
国
民
全
体
で
尊
崇
と
感
謝
の

誠
を
捧
げ
る
慰
霊
と
顕
彰
行
事
を
通
じ
て
、

皆
様
と
と
も
に
戦
没
者
崇
敬
の
一
層
の
高
揚

に
寄
与
し
た
い
と
強
く
願
い
日
々
活
動
し
て

参
り
ま
す
。

今
後
と
も
大
東
亜
戦
争
全
戦
没
者
慰
霊
団

体
協
議
会
に
対
し
、
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の

ご
理
解
・
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
代
表
理
事
就
任
挨
拶
の
言
葉
と
致
し
ま

す
。令

和
８
年
５
月
吉
日

公
益
財
団
法
人

大
東
亜
戦
争
全
戦
没
者
慰
霊
団
体
協
議
会

代
表
理
事

宮
下

寿
広
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代
表
理
事
（
理
事
長
）
就
任
の
ご
挨
拶

公
益
財
団
法
人

陸
修
偕
行
社

会
長

火
箱

芳
文

副
会
長

岩
田

清
文

相
談
役

森

勉

理
事
長

岡
部

俊
哉

副
理
事
長

湯
浅

悟
郎

専
務
理
事

本
庄

俊
弘

（
兼
事
務
局
長
）

公
益
財
団
法
人

水
交
会

会
長

河
野

克
俊

副
会
長

佐
賀

幾
雄

理
事
長

村
川

豊

専
務
理
事

山
村

浩

事
務
局
長

德
丸

伸
一

航
空
自
衛
隊
退
職
者
団
体

つ
ば
さ
会

会
長

杉
山

良
行

副
会
長

丸
茂

吉
成

副
会
長

片
山

隆
仁

副
会
長

谷
井

修
平

副
会
長

福
永

充
史

副
会
長

杉
本

孝
哉

専
務
理
事

荒
木

文
博

公
益
社
団
法
人

隊
友
会

会
長

折
木

良
一

理
事
長

岩
﨑

茂

常
務
理
事

武
田

博
史

常
務
理
事

湯
浅

悟
郎

常
務
理
事

山
村

浩

事
務
局
長

藤
井

貞
文

公
益
財
団
法
人

特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会

会
長

藤
田

幸
生

理
事
長

岩
﨑

茂

副
理
事
長

岡
部

俊
哉

専
務
理
事

石
井

光
政

（
兼
事
務
局
長
）

公
益
財
団
法
人

日
本
国
防
協
会

理
事
長

岡
部

俊
哉

副
理
事
長

藤
島

正
之

副
理
事
長

日
高

秀
敏

副
理
事
長

武
居

智
久

副
理
事
長

鈴
木

壮
治

副
理
事
長

井
筒

俊
司

副
理
事
長

木
原

孝
志

事
務
局
長

宮
内

信
行

公
益
材
団
法
人

大
東
亜
戦
争
全
戦
没
者
慰
霊
団
体
協
議
会

会
長

安
倍

昭
恵

理
事
長

宮
下

寿
広

副
理
事
長

石
井

光
政

専
務
理
事

伊
藤

隆

事
務
局
長

國
澤

輝
生

軍
学
堂

医
療
法
人
社
団
伍
光
会

株
式
会
社
青
林
堂

特
定
非
営
利
法
人
孫
子
経
営
塾

NP
O

法
人
日
本
サ
イ
パ
ンFR

IE
N
DS
HI
P

協
会

株
式
会
社
リ
ア
リ

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す



東
京
裁
判
研
究
者

元
く
ら
し
き
作
陽
大
学
教
授

松
元

直
歳

大
東
亜
・
太
平
洋
戦
争
へ
の
前
奏
曲
（
Ⅱ
）

戦
間
期
の
日
米
中
関
係
か
ら
開
戦
へ

（
そ
の
14
）
満
州
事
変
か
ら
大
東
亜
・
太
平

洋
戦
へ

；

盧
溝
橋
事
件
か
ら
日
支
間
全
面
戦

争
へ

－

１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年
頃
に
日
本

が
大
陸
で
直
面
し
た
困
難
（
Ⅶ
）
日
本
軍
の

南
京
攻
略
⑨
い
わ
ゆ
る
南
京
事
件
（
そ
の
六
）

南
京
城
外
周
辺
陣
地

－

各
師
団
の
戦
闘

最
初
に
、
前
回
稿
タ
イ
ト
ル
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
御
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
即
ち
、
「
１
９
３
７
（
昭

和
12
）
年
頃
に
日
本
が
大
陸
で
直
面
し
た
困

難
（
Ⅵ
）
日
本
軍
の
南
京
攻
略
⑧
い
わ
ゆ
る

南
京
事
件
（
そ
の
五
）
南
京
城
外
周
辺
陣
地

に
進
出

－

白
攻
撃
の
態
勢
、
整
う
」
と
し
ま

し
た
が
「
白
攻
撃
」
で
は
な
く
、
「
城
攻
撃
」

で
し
た
。

今
回
第
19
回
稿
で
は
、
「
南
京
城
外
周
辺

陣
地
」
で
戦
っ
た
各
師
団
の
戦
闘
を
、
出
来

る
だ
け
具
に
観
察
し
て
み
た
い
。
余
談
で
あ

つ
ぶ
さ

る
が
、
昨
今
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
以
降
、
戦

闘
の
方
式
が
革
命
的
に
変
化
し
て
い
る
の
は
、

周
知
の
通
り
で
あ
る
。
従
っ
て
、
殆
ど
肉
弾

戦
に
も
近
か
っ
た
日
本
軍
の
南
京
攻
略
戦
を

振
り
返
っ
て
お
く
こ
と
は
、
単
な
る
歴
史
的

な
追
憶
に
な
る
と
懸
念
す
る
向
き
が
あ
る
や

も
知
れ
な
い
。
然
し
な
が
ら
、
戦
争
が
、
当

然
の
こ
と
と
し
て
最
終
的
な
勝
利
を
目
指
す

場
合
に
は
、
最
終
的
な
戦
い
の
様
式
は
、
歩

兵
に
よ
る
接
近
戦
、
肉
弾
戦
（
旧
軍
の
語
法
に

従
え
ば
「
白
兵
戦
」
）
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
自

明
で
あ
る
。
か
て
て
加
え
て
わ
れ
わ
れ
日
本

人
が
、
僅
か
90
年
弱
前
に
、
南
京
戦
の
よ
う

な
熾
烈
な
肉
弾
戦
（
白
兵
戦
）
を
実
行
し
た

こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
、
思
い
出
し
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

中
支
那
方
面
軍
の
編
成

さ
て
す
で
に
述
べ
た
が
、
日
本
軍
は
南
京

戦
を
ど
の
よ
う
な
組
織
体
制
で
戦
っ
た
か
、

そ
れ
を
今
一
度
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。
即

ち
戦
闘
序
列
の
概
要
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
南
京
攻
略
戦
は
、
１
９
３
７

（
昭
和
12
）
年
７
月
７
日
の
中
華
民
国
軍
に

よ
る
日
本
軍
へ
の
攻
撃

－

盧
溝
橋
事
件
に
端

を
発
す
る
第
二
次
上
海
事
変
が
発
展
し
た
も

の
で
あ
る
。
戦
い
に
任
じ
た
の
は
、
第
一
次

上
海
事
変
に
続
い
て
１
９
３
７
年
８
月
15
日

に
、
松
井
岩
根
大
将
を
司
令
官
と
し
て
編
組

さ
れ
た
上
海
派
遣
軍
で
あ
っ
た
。
続
い
て
10

月
20
日
、
こ
の
上
海
派
遣
軍
を
増
補
す
べ
く

柳
川
平
助
中
将
を
司
令
官
と
し
て
第
10
軍
が

編
成
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
南
京
へ
の
進
撃
に

伴
っ
て
上
海
南
方
杭
州
湾
よ
り
上
陸
し
た
第

10
軍
は
11
月
７
日
、
上
海
派
遣
軍
と
合
わ
せ

て
中
支
那
方
面
軍
に
編
合
さ
れ
た
。
司
令
官

に
は
松
井
岩
根
大
将
が
就
任
し
た
。
11
月
19

日
に
は
、
予
め
定
め
ら
れ
て
い
た
作
戦
地
域

を
独
断
で
超
え
、
南
京
攻
略
の
必
要
性
を
上

申
し
、
こ
の
結
果
11
月
24
日
、
戦
域
制
限
が

廃
止
さ
れ
て
、
12
月
１
日
、
中
支
那
方
面
軍

戦
闘
序
列
が
下
令
さ
れ
た
。
そ
し
て
12
月
４

日
か
ら
13
日
に
か
け
て
南
京
攻
略
戦
が
実
行

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
翌
１
９
３
８
年
の

２
月
14
日
に
は
、
南
京
攻
略
を
終
え
た
中
支

那
方
面
軍
は
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
中
支
那
派

遣
軍
が
編
成
さ
れ
た
。

こ
の
上
海
派
遣
軍
と
第
10
軍
か
ら
成
る
中

支
那
方
面
軍
の
編
成
は
、
繰
り
返
す
こ
と
に

な
る
が
、
大
胆
に
略
述
す
れ
ば
、
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

慰霊第６８号 令和８年９月１日( 7 )

『
あ
の
戦
争
を
振
り
返
り
戦
没
者

の
霊
を
慰
す
る
』

第
十
九
回

中
支
那
方
面
軍
戦
闘
序
列

な
か中

支
那
方
面
軍
司
令
官

陸
軍
大
将

松
井
石
根

中
支
那
方
面
軍
司
令
部

参
謀
長

塚
田
攻
少
将

参
謀
副
長

武
藤
章
大
佐

上
海
派
遣
軍

司
令
官

朝
香
宮
鳩
彦
王
中
将

あ
さ
か
の
み
や
や
す
ひ
こ

第
十
軍

司
令
官

柳
川
平
助
中
将

第
三
飛
行
団
（
以
下
詳
細
略
）

中
支
那
方
面
軍
通
信
隊
（
以
下
詳
細
略
）

中
支
那
方
面
軍
鉄
道
隊
（
以
下
詳
細
略
）

第
二
野
戦
測
量
隊

第
五
野
戦
気
象
隊

第
三
野
戦
築
城
部

中
支
那
派
遣
憲
兵
隊

中
支
那
方
面
軍
直
属
兵
站
部
隊
（
以
下
詳
細
略
）

上
海
派
遣
軍
戦
闘
序
列

上
海
派
遣
軍
司
令
官

陸
軍
中
将

朝
香
宮
鳩
彦
王

あ
さ
か
の
み
や
や
す
ひ
こ

上
海
派
遣
軍
司
令
部

参
謀
長

飯
沼
守
少
将

第
三
師
団
（
名
古
屋
、
「
藤
田
部
隊
」
）
先
遣
隊
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歩
兵
第
六
十
八
聯
隊
（
岐
阜
、
聯
隊
長

鷹
森
孝
大
佐
）

第
九
師
団
（
金
沢
、
師
団
長

吉
住
良
輔
中
将
）

歩
兵
第
六
旅
団
（
旅
団
長

秋
山
義
兌
少
将
）

歩
兵
第
七
聯
隊
（
金
沢
、
聯
隊
長

伊
佐
一
男
大
佐
）

歩
兵
第
三
十
五
聯
隊
（
富
山
、
聯
隊
長

富
士
井
末
吉
大
佐
）

歩
兵
第
十
八
旅
団
（
旅
団
長

井
出
宣
時
少
将
）

歩
兵
第
十
九
聯
隊
（
敦
賀
、
聯
隊
長

人
見
秀
三
大
佐
）

歩
兵
第
三
十
六
聯
隊
（
鯖
江
、
聯
隊
長

脇
坂
次
郎
大
佐
）

騎
兵
第
九
聯
隊
（
金
沢
、
聯
隊
長

森
吾
六
大
佐
）

山
砲
兵
第
九
聯
隊
（
金
沢
、
聯
隊
長

芹
沢
透
大
佐
）

工
兵
第
九
聯
隊
（
金
沢
、
聯
隊
長

野
中
利
貞
大
佐
）

輜
重
兵
第
九
聯
隊
（
金
沢
、
聯
隊
長

三
田
村
正
之
助
大
佐
）

第
十
三
師
団

山
田
支
隊
（
仙
台
第
十
三
師
団
の
一
部
）

歩
兵
第
百
三
旅
団
（
旅
団
長

山
田
栴
二
少
将
）

歩
兵
第
六
十
五
聯
隊
（
会
津
若
松
、
聯
隊
長

両
角
業
作
大
佐
）

山
砲
兵
第
十
九
聯
隊
（
聯
隊
長

横
尾
濶
中
佐
）

第
三
大
隊
（
大
隊
長

行
方
正
一
少
佐
）
※
南
京
戦
に
は
第
三
大
隊
の
み
参
加

第
十
六
師
団
（
京
都
、
師
団
長

中
島
今
朝
吾
中
将
）

歩
兵
第
十
九
旅
団
（
旅
団
長

草
場
辰
巳
少
将
）

歩
兵
第
九
聯
隊
（
京
都
、
聯
隊
長

片
桐
護
郎
大
佐
）

歩
兵
第
二
十
聯
隊
（
福
知
山
、
聯
隊
長

大
野
宣
明
大
佐
）

歩
兵
第
三
十
旅
団
（
旅
団
長

佐
々
木
到
一
少
将
）

歩
兵
第
三
十
三
聯
隊
（
久
居
、
聯
隊
長

野
田
謙
吾
大
佐
）

歩
兵
第
三
十
八
聯
隊
（
奈
良
、
聯
隊
長

助
川
静
二
大
佐
）

騎
兵
第
二
十
聯
隊
（
聯
隊
長

笠
井
敏
松
中
佐
）

野
砲
兵
第
二
十
二
聯
隊
（
聯
隊
長

三
国
直
福
大
佐
）

工
兵
第
十
六
聯
隊
（
聯
隊
長

今
中
武
義
大
佐
）

輜
重
兵
第
十
六
聯
隊
（
聯
隊
長

柄
沢
畔
夫
中
佐
）

か
ら
さ
わ

く
に
お

第
百
一
師
団
（
京
都
、
師
団
長

伊
東
政
喜
予
備
役
中
将
）

歩
兵
第
百
一
旅
団
（
旅
団
長

佐
藤
正
三
郎
予
備
役
少
将
）

歩
兵
第
百
一
聯
隊
（
東
京
、
聯
隊
長

飯
塚
国
五
郎
大
佐
）

歩
兵
第
百
四
十
九
聯
隊
（
甲
府
、
聯
隊
長

津
田
辰
参
大
佐
）

と
き
か
ず

歩
兵
第
百
二
旅
団
（
旅
団
長

工
藤
義
雄
予
備
役
少
将
）

歩
兵
第
百
三
聯
隊
（
東
京
、
聯
隊
長

谷
川
幸
造
大
佐
）

歩
兵
第
百
五
十
七
聯
隊
（
佐
倉
、
聯
隊
長

福
井
浩
太
郎
大
佐
）

騎
兵
第
百
一
聯
隊
（
聯
隊
長

大
島
久
忠
大
佐
）

野
砲
兵
第
百
一
聯
隊
（
聯
隊
長

山
田
秀
之
助
中
佐
）

工
兵
第
百
一
聯
隊
（
聯
隊
長

八
隅
錦
三
郎
大
佐
）

輜
重
兵
第
百
一
聯
隊
（
聯
隊
長

鳥
海
勝
雄
中
佐
）

師
団
通
信
隊

（
以
下
詳
細
略
）

上
海
派
遣
軍
直
轄
機
甲
部
隊
（
以
下
詳
細
略
）

上
海
派
遣
軍
直
轄
砲
兵
部
隊
（
以
下
詳
細
略
）

上
海
派
遣
軍
直
属
工
兵
部
隊
（
以
下
詳
細
略
）

上
海
派
遣
軍
直
属
兵
站
部
隊
（
以
下
詳
細
略
）

第
十
軍
戦
闘
序
列

第
十
軍
司
令
官

陸
軍
中
将

柳
川
平
助

第
十
軍
司
令
部

参
謀
長

田
辺
盛
武
少
将

第
六
師
団
（
熊
本
、
師
団
長

谷
壽
夫
中
将
）

ひ
さ
お

歩
兵
第
十
一
旅
団
（
旅
団
長

坂
井
徳
太
郎
少
将
）

歩
兵
第
十
三
聯
隊
（
熊
本
、
聯
隊
長

岡
本
保
之
大
佐
）

歩
兵
第
四
十
七
聯
隊
（
大
分
、
聯
隊
長

長
谷
川
正
憲
大
佐
）

歩
兵
第
三
十
六
旅
団
（
旅
団
長

牛
島
満
少
将
）

歩
兵
第
二
十
三
聯
隊
（
都
城
、
聯
隊
長

岡
本
鎮
臣
大
佐
）

歩
兵
第
四
十
五
聯
隊
（
鹿
児
島
、
聯
隊
長

竹
下
義
晴
大
佐
）

騎
兵
第
六
聯
隊
（
熊
本
、
聯
隊
長

猪
木
近
太
中
佐
）

野
砲
兵
第
六
聯
隊
（
熊
本
、
聯
隊
長

藤
村
譲
中
佐
）

工
兵
第
六
聯
隊
（
熊
本
、
聯
隊
長

中
村
俊
雄
大
佐
）

輜
重
兵
第
六
聯
隊
（
熊
本
、
聯
隊
長

川
真
田
国
衛
大
佐
）



中
支
那
方
面
軍
の
作
戦
経
過
概
要

松
井
岩
根
大
将
を
司
令
官
、
塚
田
攻
少
将

を
参
謀
長
と
し
た
中
支
那
方
面
軍
は
、
上
海

派
遣
軍
と
第
10
軍
を
麾
下
と
し
て
、
総
兵
力

約
10
万
以
上
を
以
て
、
１
９
３
７
（
昭
和
12
）

年
12
月
４
日
、
中
華
民
国
の
首
都
、
南
京
の

防
衛
陣
地
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
た
。
偕
行
社

『
南
京
戦
史
』
に
従
う
。
即
ち
、

上
海
派
遣
軍
と
第
10
軍
と
に
分
け
て
概
観

慰霊第６８号 令和８年９月１日( 9 )

第
百
十
四
師
団
（
宇
都
宮
、
師
団
長

末
松
茂
治
中
将
）

歩
兵
第
百
二
十
七
旅
団
（
旅
団
長

秋
山
充
三
郎
少
将
）

歩
兵
第
百
二
聯
隊
（
水
戸
、
聯
隊
長

千
葉
小
太
郎
大
佐
）

歩
兵
第
六
十
六
聯
隊
（
宇
都
宮
、
聯
隊
長

山
田
常
太
中
佐
）

歩
兵
第
百
二
十
八
旅
団
（
旅
団
長

奥
保
夫
少
将
）

歩
兵
第
百
十
五
聯
隊
（
高
崎
、
聯
隊
長

矢
ヶ
崎
節
三
中
佐
）

歩
兵
第
百
五
十
聯
隊
（
松
本
、
聯
隊
長

山
本
重
悳
中
佐
）

し
げ
の
り

野
砲
兵
第
百
二
十
聯
隊
（
聯
隊
長

大
塚
昇
中
佐
）

工
兵
第
百
十
四
聯
隊

輜
重
兵
第
百
十
四
聯
隊

国
崎
支
隊
（
第
五
師
団
・
歩
兵
第
九
旅
団
、
旅
団
長

国
崎
登
少
将
）

歩
兵
第
四
十
一
聯
隊
（
福
山
、
聯
隊
長

山
田
鉄
二
郎
大
佐
）

第
十
八
師
団
（
久
留
米
、
師
団
長

牛
島
貞
雄
中
将
）

歩
兵
第
五
十
五
聯
隊
（
大
村
、
聯
隊
長

野
副
昌
徳
大
佐
）

歩
兵
第
五
十
六
聯
隊
（
久
留
米
、
聯
隊
長

藤
山
三
郎
大
佐
）

歩
兵
第
百
十
四
聯
隊
（
小
倉
、
聯
隊
長

片
岡
角
次
中
佐
）

歩
兵
第
百
二
十
四
聯
隊
（
福
岡
、
聯
隊
長

小
堺
芳
松
中
佐
）

野
砲
兵
十
二
聯
隊
（
久
留
米
、
聯
隊
長

浅
野
末
吉
中
佐
）

工
兵
十
二
聯
隊
（
久
留
米
、
聯
隊
長

井
沢
新
大
佐
）

輜
重
兵
十
二
聯
隊
（
久
留
米
、
聯
隊
長

川
内
益
実
大
佐
）

独
立
機
関
銃
第
八
大
隊

独
立
軽
装
甲
車
第
九
中
隊

独
立
山
砲
兵
第
二
聯
隊
（
聯
隊
長

原
田
鶴
吉
中
佐
）

野
戦
重
砲
兵
第
六
旅
団
（
旅
団
長

石
田
保
道
少
将
）

野
戦
重
砲
兵
第
十
三
聯
隊
（
聯
隊
長

橋
本
欣
五
郎
大
佐
）

野
戦
重
砲
兵
第
十
四
聯
隊
（
聯
隊
長

井
手
龍
男
大
佐
）

第
一
防
空
隊

第
一
野
戦
高
射
砲
兵
司
令
部
（
長

西
田
通
久
中
佐
）

第
三
師
団
第
二
十
五
・
二
十
六
・
二
十
七
・
二
十
八
野
戦
高
射
砲
隊

第
十
六
師
団
第
一
・
二
・
三
・
四
野
戦
高
射
砲
隊

第
三
師
団
第
三
野
戦
照
空
隊

近
衛
師
団
第
一
野
戦
照
空
隊

第
十
軍
通
信
隊

野
戦
瓦
斯
第
六
中
隊
・
第
八
小
隊

第
四
・
七
・
十
一
・
十
二
師
団
架
橋
材
料
中
隊

第
十
六
師
団
第
一
渡
河
材
料
中
隊

第
一
野
戦
化
学
実
験
部

第
十
軍
直
轄
兵
站
部
隊

第
三
・
五
・
七
師
団
第
二
兵
站
司
令
部

第
十
六
兵
站
輜
重
兵
隊

兵
站
自
動
車
第
三
・
四
・
五
・
六
・
七
中
隊

第
十
軍
予
備
馬
廠

第
十
軍
野
戦
予
備
病
院

第
十
軍
患
者
輸
送
部

第
十
軍
第
一
・
二
兵
站
病
院

第
十
軍
兵
站
病
馬
廠

第
一
・
二
後
備
歩
兵
団

上
海
派
遣
軍
と
第
十
軍
は
、
十
二
月
八

日
前
後
、
外
周
陣
地
帯
前
面
に
進
出
し
、

追
撃
の
余
勢
を
駆
っ
て
中
国
軍
の
陣
内
深

く
楔
入
（
隙
間
に
打
ち
込
ん
で
割
っ
た
り
固
定
し

せ
つ
に
ゅ
う

た
り
す
る
）
し
た
。
十
日
か
ら
十
二
日
に
わ

た
り
主
抵
抗
陣
地
戦
で
激
戦
が
展
開
さ
れ

た
が
、
十
日
に
は
光
華
門
の
一
角
を
占
領

し
、
十
二
日
に
は
紫
金
山
の
山
頂
と
中
華

門
の
城
壁
の
一
部
を
占
領
し
た
。
退
路
遮

断
部
隊
は
、
紫
金
山
北
方
地
区
と
南
京
城

西
側
か
ら
下
関
に
向
か
い
突
進
し
た
。

偕
行
社
刊
『
南
京
戦
史
』



す
る
。
ま
ず
上
海
派
遣
軍
で
あ
る
。

上
海
派
遣
軍
の
南
京
へ
の
追
撃

そ
の
第
16
師
団
は
、
中
島
今
朝
吾
中
将
を

司
令
官
と
し
、
草
場
辰
巳
少
将
率
い
る
歩
兵

第
19
旅
団
と
佐
々
木
到
一
少
将
率
い
る
歩
兵

第
30
旅
団
よ
り
編
成
さ
れ
て
い
た
が
、
主
と

し
て
北
方
よ
り
南
京
城
へ
攻
め
寄
っ
た
。
12

月
９
日
に
「
下
麒
麟
門
、
蒼
波
鎮
付
近
に
進

出
し
て
十
日
か
ら
十
二
日
の
間
紫
金
山
一
帯

の
陣
地
を
攻
撃
し
、
佐
々
木
支
隊
は
十
二
日

紫
金
山
北
方
地
区
を
迂
回
し
て
紛
戦
を
交
え

つ
つ
、
中
国
軍
の
退
路
を
遮
断
す
べ
く
十
三

日
下
関
に
突
進
し
た
」
。
こ
こ
に
紛
戦
と
は

「
敵
味
方
が
入
り
乱
れ
て
激
し
く
戦
う
こ
と
」

を
意
味
す
る
。

ま
た
上
海
派
遣
軍
の
最
右
翼
は
、
第
13
師

団
の
山
田
支
隊
が
担
っ
た
。
同
師
団
は
、
旅

団
長
山
田
栴
二
少
将
を
司
令
官
と
し
て
、
両

せ
ん
じ

角
業
作
大
佐
率
い
る
歩
兵
第
65
連
隊
と
、
横

尾
濶
中
佐
率
い
る
山
砲
兵
第
19
連
隊
の
第

ひ
ろ
し

３
大
隊
（
大
隊
長
行
方
正
一
少
佐
）
よ
り
成
っ

た
が
、
「
遅
れ
て
鎮
江
を
出
発
し
、
揚
子
江

に
沿
っ
て
前
進
し
十
三
日
、
烏
竜
山
砲
台
、

十
四
日
に
幕
府
山
砲
台
を
占
領
し
た
」
。
幕

府
山
で
多
数
の
捕
虜
を
獲
得
し
が
、
そ
の
処

理
に
つ
い
て
戦
後
論
争
の
的
の
一
つ
と
な
る
。

ま
た
、
吉
住
良
輔
中
将
を
司
令
官
と
す
る

第
９
師
団
は
、
第
16
師
団
、
第
１
０
１
師
団

と
並
ん
で
上
海
派
遣
軍
の
中
の
大
勢
力
で
あ
っ

た
と
云
え
よ
う
が
、
秋
山
義
兌
少
将
の
歩

よ
し
み
つ

兵
第
６
旅
団
と
井
出
宣
時
少
将
の
歩
兵
第
18

旅
団
と
か
ら
成
っ
た
。
更
に
、
秋
山
第
６
旅

団
は
、
連
隊
長
伊
佐
一
男
大
佐
率
い
る
歩
兵

第
７
連
隊
と
連
隊
長
冨
士
井
末
吉
大
佐
率
い

る
歩
兵
第
35
連
隊
と
か
ら
成
り
、
井
出
第
18

旅
団
は
、
連
隊
長
人
見
秀
三
大
佐
率
い
る
歩

兵
第
19
連
隊
と
連
隊
長
脇
坂
次
郎
大
佐
率
い

る
歩
兵
第
36
連
隊
と
か
ら
成
っ
た
。

な
お
秋
山
少
将
は
、
日
本
敗
戦
の
２
日
後
、

覺
悟
の
自
決
を
遂
げ
た
。
こ
こ
に
紹
介
し
て

お
き
た
い
。

【
上
海
派
遣
軍
第
９
師
団
歩
兵
第
６
旅
団
長

秋
山
義
兌
少
将
】

よ
し
み
つ

出
典
『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
（Wikipedia

）
』

１
８
８
６
年
、
京
都
府
で
出
生
。
１
９
０

８
年
（
明
治
41
年
）
５
月
27
日
に
陸
軍
士
官

学
校
第
20
期
を
卒
業
。
12
月
25
日
に
歩
兵
少

尉
任
官
。
１
９
２
０
年
（
大
正
９
年
）
に
陸

軍
大
学
校
第
32
期
卒
業
。
１
９
３
２
年
（
昭

慰霊第６８号 令和８年９月１日 ( 10 )

第６旅団長秋山義兌少将
よしみつ

（偕行社『南京戦史』P.７７）



和
７
年
）
陸
軍
歩
兵
大
佐
に
進
級
す
る
。
１

９
３
７
年
（
昭
和
12
年
）
３
月
に
陸
軍
少
将

に
進
級
し
、
第
９
師
団
隷
下
の
歩
兵
第
６
旅

団
長
に
就
任
。
同
年
７
月
に
上
海
派
遣
軍
戦

闘
序
列
に
編
入
さ
れ
、
日
中
戦
争
に
出
動
。

第
二
次
上
海
事
変
、
南
京
戦
に
参
加
。
後
、

善
通
寺
師
団
長
、
昭
和
20
年
７
月
に
は
、
関

東
軍
隷
下
の
第
１
３
７
師
団
長
。

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
、
終
戦
2
日
後

の
８
月
17
日
、
北
朝
鮮
咸
興
（
李
氏
朝
鮮
発
祥

カ
ン
コ
ウ

の
地
で
冷
麺
の
本
場
）
で
、
自
決
し
た
。
額
田

坦
の
改
訂
版
『
世
紀
の
自
決
』
に
従
え
ば
、

ひ
ろ
し

以
下
の
通
り
。

辞
世

事
し
あ
ら
ば
千
た
び
八
千
た
び
あ
ら

ち

や

ち

は
れ
ん

内
外
の
敵
に
や
は
か
け
が
さ
ん

（
万
が
一
、
重
大
な
事
態
が
起
き
た
な
ら

ば
、
幾
度
も
幾
度
も
姿
を
現
し
て
戦
う
。
内

な
る
敵
と
外
な
る
敵
に
何
で
引
け
を
と
ろ
う

か
、
負
け
は
し
な
い
）

歩
兵
第
19
連
隊
長
の
人
見
秀
三
大
佐
も
ま

た
、
終
戦
の
翌
年
、
昭
和
21
年
の
４
月
13
日
、

「
戦
犯
の
汚
名
、
桎
梏
の
辱
し
め
を
受
け
る
」

こ
と
を
潔
し
と
せ
ず
、
覚
悟
の
自
決
を
遂
げ

た
。

慰霊第６８号 令和８年９月１日( 11 )

自
決
し
た
17
日
、
早
朝
、
斎
戒
沐
浴

（
飲
食
や
行
動
を
慎
み
、
か
ら
だ
を
洗
っ
て
心
身
の

け
が
れ
を
取
る
こ
と
←
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
）
し
て

辞
世
を
認
め
た
秋
山
中
将
は
、
い
つ
も
と

し
た
た

変
わ
ら
ぬ
態
度
で
参
謀
長
の
報
告
を
受
け

た
あ
と
、
午
前
11
時
あ
ら
か
じ
め
準
備
し

た
遥
拝
所
に
向
か
っ
た
。
す
で
に
前
日
ま

で
軍
命
令
に
基
く
部
隊
の
終
結
、
移
駐
等

の
処
置
も
終
わ
り
、
随
行
し
た
副
官
二
人

も
な
ん
ら
中
将
に
疑
問
を
抱
か
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
初
め
て
「
自
決
す
る
。
平
素
か
ら

の
信
念
で
あ
る
か
ら
止
め
る
な
」
と
打
ち

明
け
、
次
級
副
官
を
警
戒
に
立
た
す
と
、

準
備
す
る
間
も
「
鈍
刀
だ
け
ど
切
れ
る
か

な
」
な
ど
と
淡
々
と
話
し
か
け
た
。
自
決

を
思
い
止
ま
ら
せ
よ
う
と
し
た
副
官
も
、

そ
の
決
意
の
動
か
な
い
事
を
知
り
遺
言
を

た
ず
ね
る
と
、
た
だ
「
な
に
も
な
い
、
介

錯
を
頼
む
」
と
辞
世
を
渡
し
た
。

正
座
し
て
東
方
を
遥
拝
し
た
あ
と
静
か

に
胸
を
開
き
、
刀
の
柄
頭
を
石
に
当
て
る

と
、
そ
の
う
え
に
う
つ
伏
す
よ
う
に
刀
を

突
き
刺
し
た
。
つ
い
で
右
に
一
文
字
に
切

り
開
き
、
さ
ら
に
上
へ
十
字
に
切
り
上
げ

る
と
、
刀
を
返
し
、
柄
を
地
面
に
つ
け
て

頸
動
脈
を
切
っ
た
。
そ
し
て
刀
を
傍
に
揃

え
て
ボ
タ
ン
を
か
け
、
く
ず
お
れ
る
よ
う

に
深
く
遥
拝
し
た
あ
と
、
身
体
を
や
や
持

ち
上
げ
「
お
願
い
し
ま
す
」
と
副
官
に
声

を
か
け
介
錯
し
て
も
ら
っ
た
。
沈
着
に
し

て
端
正
、
古
式
に
則
っ
た
立
派
な
最
期
だ
っ

た
。

額
田
坦
『
改
訂
版

世
紀
の
自
決
』

ひ
ろ
し

（偕行社『南京戦史』P.７８～７９）



【
上
海
派
遣
軍
第
９
師
団
歩
兵
第
18
旅
団
歩

兵
第
19
連
隊
長
人
見
秀
三
大
佐
】

出
典
『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
（Wikipedia

）
』

１
８
８
８
年
、
山
形
県
で
出
生
。
陸
軍
士

官
学
校
第
23
期
卒
業
。
７
９
３
７
年
（
昭
和

12
年
）
８
月
２
日
に
陸
軍
歩
兵
大
佐
に
進
級
。

同
年
11
月
22
日
、
第
19
連
隊
長
に
就
任
、
南

京
攻
略
戦
、
徐
州
会
戦
を
戦
っ
た
。
１
９
４

３
年
６
月
10
日
、
中
将
に
進
級
、
10
月
29
日
、

第
12
師
団
長
に
就
任
。
最
10
方
面
軍
戦
闘
序

列
に
編
入
さ
れ
、
新
竹
に
移
駐
し
、
台
湾
防

衛
に
あ
た
る
。
終
戦
後
の
１
９
４
６
年
、
台

湾
に
進
駐
し
て
き
た
国
民
革
命
軍
よ
り
、
４

月
14
日
の
出
頭
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
４
月
13
日
、

安
藤
利
吉
第
10
方
面
軍
司
令
官
ら
と
会
食
が

催
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
副
官
室
で
服
毒
し

自
決
し
た
。

同
じ
く
額
田
坦
の
改
訂
版
『
世
紀
の
自
決
』

ひ
ろ
し

に
従
え
ば
、
以
下
の
通
り
。

さ
て
、
話
を
、
「
中
支
那
方
面
軍
の
作
戦

経
過
」
に
戻
そ
う
。

吉
住
良
輔
中
将
の
第
９
師
団
の
追
撃
隊
で

あ
る
が
、
こ
の
部
隊
は
、

第
10
軍
の
南
京
へ
の
追
撃

で
は
、
上
海
派
遣
軍
に
対
し
て
第
10
軍
の

方
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
第
10
軍
は
、
杭
州

慰霊第６８号 令和８年９月１日 ( 12 )

歩兵第１９連隊長人見秀三大佐

て
生
ま
れ
・
・
・
昭
和
十
八
年
、
・
・
・

第
十
二
師
団
長
に
親
補
さ
れ
、
台
湾
南
西

部
の
警
備
に
任
じ
て
い
た
が
、
終
戦
後
、

中
国
軍
の
管
理
下
に
入
る
前
夜
自
決
し
た
。
・
・
・

歩
兵
の
権
威
で
あ
る
氏
の
実
兵
指
揮
の

う
ま
さ
は
定
評
が
あ
る
。
そ
の
号
令
は
、

ま
さ
に
天
下
一
品
で
か
ん
高
い
、
よ
く
通

る
美
声
と
音
量
は
、
国
軍
中
で
も
数
少
な

い
と
言
わ
れ
た
。
歩
兵
学
校
に
職
を
奉
ず

る
こ
と
久
し
く
、
・
・
・

人
見
中
隊
長
は
謹
厳
で
、
寡
黙
、
し
か

も
温
顔
で
悠
揚
迫
ら
ず
・
・
・
責
任
感
は
、

極
め
て
強
く
、
隊
務
に
は
ま
た
頗
る
熱
心

で
あ
っ
た
。
・
・
・
中
隊
長
自
ら
小
隊
長

と
な
り
、
長
い
刀
を
抜
い
て
実
戦
さ
な
が

ら
に
伏
臥
も
し
又
、
屡
々
、
中
隊
長
自
ら

ふ

く

が

擲
弾
筒
（
歩
兵
が
携
帯
し
て
小
型
の
爆
弾
や
手
榴

て
き
だ
ん
と
う

弾
を
発
射
す
る
た
め
の
小
型
の
火
器
）
を
手
に
折お

敷
の
姿
勢
（
左
ひ
ざ
を
立
て
、
右
ひ
ざ
を
曲
げ
て

し
き

腰
を
お
ろ
す
待
機
姿
勢
）
で
沈
思
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
・
・
・

終
戦
時
、
氏
は
台
湾
軍
剣
部
隊
長
（
第

十
二
師
団
長
）
と
し
て
、
台
南
に
司
令
部

を
置
い
て
、
広
範
囲
に
亘
る
台
湾
南
部
西

海
岸
の
警
備
に
任
じ
、
敵
の
上
陸
に
備
え

た
。
し
か
し
、
終
戦
後
は
、
台
湾
南
部
地

区
の
引
揚
援
護
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
高
尾
港
よ
り
乗
船
す
る
旧
陸
海
軍

部
隊
、
一
般
邦
人
の
引
揚
げ
を
無
事
終
了

人
見
秀
三
氏
は
庄
内
藩
士
の
三
男
と
し

し
、
全
任
務
を
完
遂
す
る
や
、
中
国
側
よ

り
、
戦
争
責
任
者
の
一
人
と
し
て
招
致
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
終
戦
に
よ
り
、
蒋
介
石

軍
（
司
令
、
陳
儀
）
が
全
島
を
占
領
し
、

日
本
軍
の
軍
司
令
官
、
師
団
長
を
招
致
し

た
の
だ
。

し
か
し
、
氏
は
、
戦
犯
の
汚
名
、
桎
梏

の
辱
し
め
を
受
け
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
帝

国
陸
軍
と
そ
の
運
命
を
共
に
す
る
自
決
の

道
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

占
領
軍
の
管
轄
下
に
入
る
前
夜
、
各
司

令
官
達
は
さ
さ
や
か
な
別
れ
の
宴
を
開
く

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
人
見
中

将
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
、
い
っ
こ
う

に
そ
の
巨
体
を
現
わ
さ
な
か
っ
た
。

氏
は
、
た
だ
一
人
、
副
官
室
の
机
の
前

に
端
座
し
て
瞑
目
に
耽
っ
て
い
る
か
の
如

く
に
自
決
し
て
い
た
。
服
毒
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
・
・
・

遺
書
に
は
、
「
拳
銃
、
安
全
装
置
が
解

ケ
ヌ
タ
メ
、
已
ム
ナ
ク
薬
ニ
ヨ
ル
。
薬
ハ

終
戦
前
、
自
刃
失
敗
ノ
場
合
ヲ
顧
慮
シ
テ

用
意
シ
ア
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
の
旨
、

記
し
て
あ
っ
た
。

部
下
に
対
し
て
も
、

「
余
ノ
任
務
ハ
完
了
セ
リ
第
十
二
師
団
万
々

歳
、
此
身
ハ
師
団
五
十
年
ノ
光
輝
ア
ル
歴

史
ト
共
ニ
消
滅
ス
ル
コ
ト
ヲ
悦
フ
。
御
皇

室
ノ
弥
栄
ヲ
祈
リ
奉
ル
。
部
下
将
兵
ニ
深

ク
感
謝
ス
。第

十
二
師
団
長

人
見
中
将
」

と
の
遺
書
を
残
し
た
。

上
海
派
遣
軍
の
南
京
へ
の
追
撃
（
続
き
）

十
二
月
八
日
、
師
団
主
力
の
支
援
を
得
て

淳
化
鎮
付
近
の
中
国
軍
陣
地
を
突
破
し
、

夜
間
追
撃
を
敢
行
し
て
敵
中
深
く
楔
入
し
、

せ
つ
に
ゅ
う

九
日
払
暁
に
は
そ
の
先
頭
は
光
華
門
前
面

に
殺
到
し
た
。
師
団
主
力
は
逐
次
戦
場
に

到
着
し
、
秋
山
歩
兵
第
六
旅
団
は
右
翼
隊

と
な
っ
て
中
山
門
東
南
方
地
区
に
、
井
出

第
十
八
旅
団
は
左
翼
隊
と
な
っ
て
、
光
華

門
、
雨
花
台
東
部
の
敵
を
攻
撃
し
、
歩
三

六
脇
坂
部
隊
は
、
十
日
に
は
「
光
華
門
一

番
乗
り
」
を
果
た
し
た
。

第
三
師
団
は
、
第
九
師
団
の
後
方
を
追

及
し
て
い
た
が
、
十
三
日
よ
う
や
く
、
そ

の
先
遣
隊
（
歩
六
八
鷹
森
部
隊
）
が
第
九

師
団
の
左
翼
に
進
出
し
た
。

偕
行
社
刊
『
南
京
戦
史
』



湾
に
上
陸
し
て
、
上
海
派
遣
軍
を
応
援
、
相

携
え
て
南
京
城
攻
略
に
向
っ
た
。

次
に
上
海
派
遣
軍
と
第
10
軍
と
を
問
わ
ず
、

師
団
ご
と
に
そ
の
戦
闘
を
見
て
み
よ
う
。

上
海
派
遣
軍
第
13
師
団
＝
山
田
支
隊
の
戦
闘

ま
ず
は
、
上
海
派
遣
軍
の
第
13
師
団
、
支

隊
と
し
て
戦
列
に
参
加
し
た
山
田
支
隊
で
あ

る
。
支
隊
長
は
歩
兵
第
１
０
３
旅
団
長
山
田

栴
二
少
将
で
、
主
力
の
歩
兵
第
65
連
隊
は
、

せ

ん

じ

両
角
業
作
大
佐
が
率
い
た
。
山
田
栴
二
少
将

の
横
顔
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

【
上
海
派
遣
軍
第
13
師
団
第
１
０
３
旅
団
長

山
田
栴
二
少
将
】

せ
ん
じ

出
典
『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
（Wikipedia

）
』

（
１
８
８
７
年
〈
明
治
20
年
〉
８
月
17
日

－

１
９
７
７
年
〈
昭
和
52
年
〉
11
月
13
日
）

最
終
階
級
は
陸
軍
中
将
。

１
８
８
７
年
（
明
治
20
年
）
、
元
一
関
藩
士

で
仙
台
市
長
を
務
め
た
山
田
揆
一
の
子
と
し

て
宮
城
県
仙
台
市
に
生
ま
れ
た
。
陸
軍
士
官

学
校
第
18
期
卒
業
。
１
９
３
２
年
（
昭
和
７

年
）
４
月
１
日
に
陸
軍
歩
兵
大
佐
進
級
と
同

時
に
陸
軍
士
官
学
校
予
科
生
徒
隊
長
に
着
任
。

１
９
３
４
年
（
昭
和
９
年
）
８
月
に
陸
軍
士

官
学
校
学
生
部
長
に
転
じ
、
１
９
３
５
年

（
昭
和
10
年
）
12
月
に
陸
軍
士
官
学
校
附
を

経
て
、
１
９
３
６
年
（
昭
和
11
年
）
３
月
23

日
に
仙
台
陸
軍
教
導
学
校
長
に
着
任
し
、
８

月
１
日
に
陸
軍
少
将
に
進
級
し
た
。

１
９
３
７
年
（
昭
和
12
年
）
11
月
に
歩
兵

第
１
０
３
旅
団
長
（
上
海
派
遣
軍
・
第
13
師

団
）
に
就
任
し
、
上
海
戦
に
出
動
。
南
京
攻

略
戦
を
戦
い
、
徐
州
会
戦
で
は
指
揮
下
の
歩

兵
第
65
連
隊
が
一
番
乗
り
の
戦
果
を
上
げ
た

が
、
武
漢
作
戦
で
は
大
別
山
で
悪
戦
苦
闘
の

連
続
で
あ
っ
た
。
１
９
３
８
年
（
昭
和
13
年
）

11
月
に
第
３
独
立
守
備
隊
司
令
官
に
転
じ
、

１
９
３
９
年
（
昭
和
14
年
）
３
月
９
日
に
陸

軍
中
将
に
進
級
し
た
。
同
年
８
月
１
日
に
東

部
軍
司
令
部
附
と
な
り
、
８
月
30
日
に
待
命
、

９
月
３
日
に
予
備
役
に
編
入
さ
れ
た
。
１
９

４
４
年
（
昭
和
19
年
）
11
月
27
日
に
召
集
さ

れ
仙
台
陸
軍
幼
年
学
校
長
に
就
任
し
た
。

１
９
４
７
年
（
昭
和
22
年
）
11
月
28
日
、

公
職
追
放
仮
指
定
を
受
け
た

山
田
支
隊
の
行
動
の
概
要

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

山
田
支
隊
の
第
5
中
隊
長
代
理
の
角
田
栄

一
少
尉
の
回
想
が
残
さ
れ
て
い
る
。

慰霊第６８号 令和８年９月１日( 13 )

第
十
軍
の
南
京
へ
の
追
撃

第
百
十
四
師
団
（
末
松
茂
治
師
団
長
）
は
、

溧
水
よ
り
、
七
日
秣
陵
（
南
京
の
旧
名
=
金

り
っ
す
い

ま
つ
り
ょ
う

陵
）
関
付
近
の
前
哨
陣
地
を
突
破
し
て
、

将
軍
山
方
面
に
転
進
し
、
第
六
師
団
主
力

は
、
九
日
、
牛
首
山
付
近
の
敵
陣
地
を

ぎ
ゅ
う
し
ゅ
ざ
ん

突
破
し
、
第
百
十
四
師
団
と
共
に
雨
花
台

一
帯
の
本
防
御
線
を
激
戦
の
後
占
領
し
て
、

十
二
日
に
は
城
壁
前
面
に
進
出
し
、
歩
四

七
は
、
十
二
日
十
二
時
二
十
分
、
中
華
門

西
側
城
壁
を
完
全
に
占
領
し
た
。

第
六
師
団
の
牛
島
旅
団
主
力
は
、
南
京

—

蕪
湖
街
道
方
面
よ
り
南
京
城
に
迫
り
、

歩
四
五
基
幹
の
部
隊
は
、
十
三
日
払
暁
、

揚
子
江
岸
に
沿
い
南
下
脱
出
し
よ
う
と
す

る
中
国
軍
大
縦
隊
（
縦
に
長
く
並
ん
だ
、

行
軍
や
突
撃
の
際
に
よ
く
使
わ
れ
る
基
本

的
な
隊
形
）
を
撃
破
し
、
そ
の
先
頭
部
隊

は
十
四
日
、
下
関
に
突
進
し
た
。

国
崎
支
隊
は
、
十
二
月
十
一
日
、
太
平

付
近
で
発
動
艇
に
よ
り
揚
子
江
を
渡
り
、

十
三
日
に
は
南
京
の
対
岸
、
浦
口
を
占
領

し
て
完
全
に
中
国
軍
の
退
路
を
遮
断
し
た
。

偕
行
社
刊
『
南
京
戦
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歩兵第１０３旅団長山田栴二少将
せんじ

十
二
月
二
日
、
城
門
を
爆
破
、
江
陰
城
を

占
領
し
た
第
十
三
師
団
は
十
二
月
七
日
、

主
力
は
鎮
江
に
向
か
い
、
一
部
（
歩
一
一

六
新
発
田
聯
隊
）
は
揚
子
江
を
渡
っ
て
北

岸
・
靖
江
城
を
抑
え
、
揚
子
江
の
航
行
を

安
全
な
ら
し
め
た
。

さ
ら
に
十
二
月
十
四
日
、
師
団
主
力
は

鎮
江
か
ら
渡
河
し
て
揚
子
江
北
岸
に
進
出

し
た
が
、
十
二
日
若
松
歩
兵
第
六
十
五
聯

隊
を
基
幹
と
す
る
山
田
支
隊
に
は
「
烏
竜

山
砲
台
ナ
ラ
ビ
ニ
幕
府
山
砲
台
ヲ
占
領
シ

佐
々
木
支
隊
ノ
進
出
ヲ
容
易
ナ
ラ
シ
ム
ベ

シ
」
と
の
任
務
が
与
え
ら
れ
た
。

支
隊
長
は
歩
兵
第
百
三
旅
団
長
・
山
田

栴
二
少
将
、
支
隊
に
は
山
砲
兵
第
十
九
聯

せ

ん

じ

隊
第
三
大
隊
、
騎
兵
第
十
七
大
隊
が
配
属

さ
れ
て
い
た
。

十
二
月
十
三
日
未
明
、
進
発
し
た
第
一

大
隊
は
烏
竜
山
砲
台
に
向
か
い
、
午
後
烏

竜
山
山
頂
に
日
章
旗
を
掲
げ
た
が
、
烏
竜

山
の
日
の
丸
を
右
に
眺
め
つ
つ
幕
府
山
に

直
進
し
た
連
隊
主
力
二
千
余
は
、
夕
闇
迫

る
こ
ろ
、
思
い
も
か
け
ず
我
に
倍
す
る
中

国
兵
の
大
軍
に
遭
遇
、
こ
れ
を
武
装
解
除

し
つ
つ
十
四
日
午
前
十
時
、
軽
戦
の
後
幕

府
山
砲
台
を
占
領
し
た
。

偕
行
社
刊
『
南
京
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第
5
中
隊
長
代
理
・
角
田
栄
一
少
尉
回
想

「
あ
の
日
の
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。



ま
た
歩
兵
第
65
連
隊
長
、
両
角
業
作
大
佐

の
メ
モ
も
残
さ
れ
て
い
る
。

上
記
第
13
師
団
歩
兵
第
65
連
隊
の
捕
虜
取

扱
に
つ
い
て
は
、
論
議
の
多
い
処
で
あ
る
が
、

「
戦
史
叢
書
」
に
み
る
捕
虜
対
応
の
記
述
を

引
用
し
て
お
く
。

次
に
は
、
第
16
師
団
の
戦
闘
で
あ
る
。

（
続
く
）

※
編
集
担
当
か
ら
の
お
詫
び

筆
者
松
元
様
か
ら
前
回
稿
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て

お
詫
び
と
訂
正
が
あ
り
ま
し
た
が
、
原
稿
は
「
城

攻
撃
」
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
編
集
段
階
で

誤
植
し
た
も
の
で
す
。
松
元
様
及
び
読
者
の
皆
様

に
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

慰霊第６８号 令和８年９月１日 ( 14 )

私
た
ち
は
百
二
十
人
で
幕
府
山
に
向
か
っ

た
が
、
細
い
月
が
出
て
お
り
、
そ
の
月
明

の
中
に
も
の
す
ご
い
大
軍
の
黒
い
影
が
・
・
・
。

私
は
す
ぐ
“
戦
闘
に
な
っ
た
ら
全
滅
だ
な
”

と
感
じ
た
。
ど
う
せ
死
ぬ
の
な
ら
と
度
胸

を
決
め
、
私
は
道
路
に
す
わ
っ
て
煙
草
に

火
を
つ
け
た
。
近
づ
い
た
ら
大
暴
れ
す
る

だ
け
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
ク
ソ
度
胸
と

い
う
も
の
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
近
づ
い
て
来
た
彼
ら
に
機
関

銃
を
発
射
し
た
と
た
ん
、
み
ん
な
手
を
あ

げ
て
降
参
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
す
で

に
戦
意
を
失
っ
て
い
た
彼
ら
だ
っ
た
の
で

す
。
」
（
『
ふ
く
し
ま
戦
争
と
人
間
』
福

島
民
友
歳
新
聞
社
）

歩
兵
65
連
隊
・
両
角
（
業
作
）
連
隊
長
メ

モ「
捕
虜
と
し
た
者
は
当
初
一
万
五
千
三
百

余
、
調
べ
て
み
る
と
南
京
か
ら
落
ち
の
び

た
非
戦
闘
員
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
こ
れ

を
解
放
し
、
残
り
の
八
千
人
程
度
を
幕
府

山
麓
の
十
数
棟
の
ホ
ソ
ナ
ガ
イ
建
造
物
に

収
容
し
た
と
い
う
」
。

『
戦
史
叢
書
』
に
み
る
捕
虜
対
応
の
記
述

「
第
十
三
師
団
に
お
い
て
多
数
の
捕
虜
を

虐
殺
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
十
五
日
、
山
田
旅
団
が
幕
府
山
砲
台
付

マ
マ

近
で
一
万
四
千
余
捕
虜
と
し
た
が
、
非
戦

闘
員
を
釈
放
し
、
約
八
千
余
を
収
容
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
夜
、
約
半
数
が
逃
亡
し
た
。

警
戒
兵
力
、
給
養
不
足
の
た
め
、
捕
虜

の
処
置
に
困
っ
た
旅
団
長
（
歩
兵
第
百
三
旅

団
長
山
田
栴
二
少
将
）
が
十
七
日
夜
揚
子
江
対

岸
に
釈
放
し
よ
う
と
し
て
江
岸
に
移
動
さ

せ
た
と
こ
ろ
、
捕
虜
の
間
に
パ
ニ
ッ
ク
が

起
こ
り
、
警
戒
兵
を
襲
っ
て
き
た
た
め
、

危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
日
本
兵
は
こ
れ
に
射

撃
を
加
え
た
。
こ
れ
に
よ
り
捕
虜
約
千
名

が
射
殺
さ
れ
他
は
逃
亡
し
、
日
本
軍
も
将

校
以
下
七
名
が
戦
亡
し
た
。
」

凡例（部隊符合）
１３Ｄ：第１３師団
５８ｉ：歩兵第５８聯隊

（偕行社『南京戦史』P.７０～７１）



一

令
和
８
年
度
「
大
東
亜
戦
争
全
戦
没
者

合
同
慰
霊
祭
」
の
斎
行

７
月
４
日
（
土
）
、
靖
國
神
社
に
お
い
て

当
協
議
会
が
参
加
諸
団
体
と
共
に
挙
行
し
た

「
令
和
８
年
度
大
東
亜
戦
争
全
戦
没
者
合
同

慰
霊
祭
」
は
、
会
員
団
体
・
個
人
を
は
じ
め

と
す
る
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
得
て
滞

り
無
く
行
事
を
斎
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。な

お
、
令
和
９
年
度
の
大
東
亜
戦
争
全
戦

没
者
合
同
慰
霊
祭
は
、
令
和
９
年
７
月
３
日

（
土
）
に
行
う
予
定
で
す
。

二

業
務
・
会
計
監
査
の
実
施

４
月
28
日
、
当
協
議
会
事
務
所
に
お
い
て

令
和
７
年
度
業
務
・
会
計
監
査
を
受
け
ま
し

た
。
監
査
の
結
果
、
事
業
は
適
正
に
行
わ
れ

て
お
り
、
経
理
に
つ
い
て
も
異
常
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

監
査
人

・
中
井

真
人
（
公
認
会
計
士
）

・
山
崎

文
夫

三

令
和
８
年
度
第
１
回
通
常
理
事
会
及

び
定
時
評
議
員
会
の
開
催

（
一
）
通
常
理
事
会

５
月
13
日
、
当
協
議
会
事
務
所
に
お
い
て

令
和
８
年
度
第
１
回
通
常
理
事
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
会
議
で
は
事
務
局
か
ら
提
出
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ

た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

議
案

①
令
和
７
年
度
事
業
報
告
書

②
令
和
７
年
度
決
算
報
告

③
令
和
８
年
度
定
時
評
議
員
会
の
開
催

④
常
勤
役
員
の
報
酬
月
額
改
定
に
係
る
評

議
員
会
上
程
案

⑤
役
員
の
選
任

⑥
代
表
理
事
の
選
任

理
事
９
名
及
び
監
事
１
名
が
出
席

（
二
）
定
時
評
議
員
会

５
月
28
日
、
令
和
８
年
度
定
時
評
議
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
本
会
議
で
は
事
務
局
か

ら
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
熱
心
な
討
議

が
行
わ
れ
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案

①
令
和
７
年
度
事
業
報
告
書

②
令
和
７
年
度
決
算
報
告

③
令
和
８
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

書
（
報
告
）

④
役
員
及
び
評
議
員
の
報
酬
等
並
び
に
費

用
に
関
す
る
規
定
の
改
正

⑤
役
員
（
理
事
）
の
選
任

⑥
評
議
員
の
選
任

評
議
員
６
名
が
出
席

四

硫
黄
島
戦
没
者
遺
骨
収
集
派
遣
参
加

令
和
８
年
度
第
１
回
派
遣
（
６
月
24
日
～

７
月
９
日
）
に
陸
修
偕
行
社
か
ら
１
名
が
参

加
さ
れ
、
10
柱
を
収
容
し
ま
し
た
。

五

新
入
会
員
紹
介

（
敬
称
略
）

（
令
和
８
年
４
月
１
日
～
８
月
25
日
）

【
賛
助
会
員
】

安
藤

佳
幸

兼
村

博
之

簡

憲
幸

工
藤

孝
一

髙
岡

レ
オ

永
福
佐
代
子

前
坂
か
お
り

升
田

晋
造

賛
助
会
員
８
名

慰霊第６８号 令和８年９月１日( 15 )

新
規
会
員
獲
得
へ
の
協
力
の
お
願
い

当
協
議
会
は
、
有
志
会
員
の
皆
様
か

ら
お
寄
せ
い
た
だ
く
貴
重
な
会
費
収
入

を
頼
り
に
、
戦
没
者
慰
霊
の
事
業
を
運

営
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
国
の
大
東
亜
戦
争
戦
没
者
慰
霊

事
業
の
永
続
と
充
実
を
希
う
、
多
く
の

皆
様
の
当
協
議
会
へ
の
入
会
を
心
か
ら

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

既
会
員
の
皆
様
に
は
、
お
知
り
合
い

の
方
の
入
会
勧
誘
に
つ
い
て
、
格
別
の

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

会
員
の
区
分
と
年
会
費
は

次
の
と

お
り
で
す
。

一

賛
助
会
員

（
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
個
人
）

年
会
費

三
〇
〇
〇
円

二

賛
助
特
別
会
員

（
特
別
御
芳
志
の
賛
助
会
員
）

年
会
費

五
〇
〇
〇
〇
円

三

正
会
員

（
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
慰
霊

目
的
の
法
人
・
団
体
）

年
会
費

一
〇
〇
〇
〇
円

四

特
別
会
員

（
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
企
業
・

法
人
団
体
）

年
会
費

一
口

一
〇
〇
〇
〇
円

（
一
口
以
上
）

*
振
込
先
口
座
番
号
（
郵
便
振
替
口
座
）

〇
〇
一
四
〇
‐
六
‐
三
三
四
九
三
〇

（
当
協
議
会
へ
事
前
に
連
絡
を
い
た
だ
け

ば
、
振
込
料
無
料
の
振
込
用
紙
付
「
入
会
の

し
お
り
」
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
）

寄
付
金
の
税
額
控
除
に
係
る

領
収
書
等
の
送
付
に
つ
い
て

当
協
議
会
は
、
租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ

く
税
額
控
除
対
象
法
人
に
認
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

従
来
か
ら
５
０
０
０
円
以
上
の
年
会
費
・

寄
附
金
を
頂
い
て
い
る
方
に
領
収
書
及
び
証

明
書
（
写
し
）
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、

本
年
度
も
同
様
の
処
置
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
送
付
は
12
月
上
旬
頃
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
５
０
０
０
円
未
満
の
方
で
も
、
確

定
申
告
に
あ
た
り
こ
の
領
収
書
及
び
証
明
書

（
写
し
）
を
ご
希
望
の
方
は
、
遠
慮
な
く
電

話
・
メ
ー
ル
等
で
事
務
局
ま
で
お
申
し
出
下

さ
い
。会

費
納
入
の
お
願
い

当
協
議
会
の
活
動
は
、
会
員
の
皆
様

の
会
費
・
寄
付
金
等
の
浄
財
で
成
り
立
っ

て
お
り
ま
す
。

令
和
８
年
度
年
会
費
未
納
の
方
に
は

払
込
取
扱
票
を
「
慰
霊
第
68
号
」
に
同

封
し
て
い
ま
す
の
で
、
年
度
会
費
納
入

の
際
ご
利
用
い
た
だ
き
、
会
費
納
入
に

ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

事

務

局

か

ら

の

報

告

等



「
令
和
９
年
版
靖
國
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
紹
介

英
霊
に
こ
た
え
る
会
の
「
令
和
９
年
版
靖

國
カ
レ
ン
ダ
ー
」
が
頒
布
さ
れ
ま
す
。

頒
布
価
格
は
、
購
入
部
数
ご
と
下
表
の
通

り
で
す
。

購
入
ご
希
望
の
方
は
、
購
入
部
数
に
応
じ

た
下
表
の
金
額
を
郵
便
局
（
ゆ
ち
ょ
銀
行
）

備
え
付
け
の
「
払
込
取
扱
票
」
を
使
用
し
て

振
り
込
ん
で
下
さ
い
。

な
お
、
振
込
手
数
料
は
ご
本
人
負
担
と
な

り
ま
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

●
靖
國
神
社
と
護
国
神
社
の
写
真
を
中
心

に
、
季
節
感
溢
れ
る
写
真
で
構
成
し
ま

し
た
。

●
英
霊
に
ま
つ
わ
る
写
真
と
遺
書
・
逸
話

等
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

●
表
紙
サ
イ
ズ
：
Ａ
４
版

本
文
サ
イ
ズ
：
Ａ
３
版
（
見
開
き
使
用
時
）

■
問
い
合
わ
せ
先

英
霊
に
こ
た
え
る
会

靖
國
カ
レ
ン
ダ
ー
業
務
室

電

話

０
３
（
３
２
６
４
）
４
６
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
３
（
３
２
６
１
）
７
４
１
５

Ｅ
メ
ー
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
申
し
込
み
の
方
法

郵
便
局
備
え
付
け
の
郵
便
振
替
用
紙
に
、

左
記
の
記
載
例
を
参
考
に
し
て
必
要
事
項

を
書
き
込
み
送
金
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
カ
レ
ン
ダ
ー
送
付
先
と
な
り
ま
す

の
で
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
電
話
番
号

も
忘
れ
ず
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

振
込
先
口
座
記
号
・
番
号

０
０
１
６
０

－

２

－

７
０
４
３
１

慰霊第６８号 令和８年９月１日 ( 16 )

靖國カレンダー申込金額表
単位：円

ご住所

ご芳名

電話番号

部 数
(維持会費口数)

カレンダー料金

（維持会費）
送 料 合計金額

１ ７００ ３００ １，０００

２ １，４００ ３５０ １，７５０

３ ２，１００ ５００ ２，６００

４ ２，８００ ５００ ３，３００

５ ３，５００ ７００ ４，２００

６ ４，２００１，１００ ５，３００

７ ４，９００１，１００ ６，０００

８ ５，６００１，１００ ６，７００

９ ６，３００１，１００ ７，４００

１０ ７，０００１，１００ ８，１００

１１ ７，７００１，１００ ８，８００

１２ ８，４００１，１００ ９，５００

１３ ９，１００１，１００１０，２００

１４ ９，８００１，１００１０，９００

１５ １０，５００１，１００１１，６００

１６ １１，２００１，１００１２，３００

１７ １１，９００１，１００１３，０００

１８ １２，６００１，１００１３，７００

１９ １３，３００１，１００１４，４００

２０ １４，０００１，１００１５，１００

9
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https://www.eireinikotaerukai.com


